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Ver2.68.0 で追加、された機能を説明します。 

 

・シェープファイルの保存を追加 

１、シェープファイルの保存を追加 

   要望がありましたので、追加しました。 

  GIS のソフトで使用されている、シェープファイルです。 

  随分前に、保存は作成した覚えがありました。 

仕様書も古いので、変わっていないか不安でしたが、問題ないようです。 

自分の忘備録的な要素も含め、作成してみました。 

 

シェープファイルの保存は、２か所で出来ます。 

「データ管理」に「Shape 保存」があります。 

ここでの対象は、現場の全データです。 

 

 
 



次に、保存する種類(地物)を選択します。 

シェープファイルは、下記の３種類を作成できますが 

このデータ間に、関連はありませんので 

画地だけとか、ラインだけとかで作成できます。 

それぞれに、座標を持っています。 

 

 
 

座標の場合に、X,Y,Hのデータも保存できる選択を追加しました。 

具体的に使用した事はないです。 

 

 



シェープファイルの、ファイル名を指定します。 

この後、QGIS で読み込みましたが、QGIS は 

常に、このシェープファイルを見ているので、シェープファイルを削除すると 

QGIS で、エラーになり使えなくなります。 

保存先（コピー先）は、注意してください。 

ファイルを更新すると、QGIS も自動で更新されます。 

 

 
 



このデータです。 

 

 



作成すると、 

 

画地、閉合 

 

 

 

画地、開放 

 

 

 

ラインデータ 

 

 

 

 

座標データ 

 

 

 

 

が作成されます。 

それぞれが独立しているので、必要なデータを QGIS で読み込めば OKです。 

拡張子、 .shp ファイルを、QGIS にドラッグするだけです。 

 

データが無いものは、作成されません。 

 

ファイル名に、Gon、GonOpen、Line、Point が付加されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



QJIS での表示結果です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ラインデータです。 

 

 

座標データです。 

 

 



画地開放データです。 

 

 

画地閉合データです。 

 

 



もう一か所は、「座標送信・保存」です。 

範囲を指定が使用できます。 

 

 

 

 

 



「保存(F7)」ファイルの種類で .shp を選択します。 

 

 
 

 

次に、保存するデータを指定します。 

 

 



座標データにメモも保存されているので、下記の様に表示できます。 

画地には、面積が保存されているので、下記の様に表示できます。 

（面積は、フル桁で計算した値です。） 

 

 

 

 

「全点(F5)」にすると、「データ管理」と同じく現場の全データで作成します。 

 

 

 

 


